
【共生システム理工学研究科（博士後期課程）カリキュラム・ポリシー】 

 

 ディプロマ・ポリシーを達成するために、「共通科目」、「専門科目」、「特別研究」の３科目区分を設定している。

これらの他に、指導教員の所属する研究プロジェクトに参加し、実務家を含む研究プロジェクトメンバーから多面

的、実践的視点に立った助言・指導を受ける。 

 共通科目は、共生のためのシステム科学を基盤とし、実社会に役立つ人材を養成する目的から、文理融合的

視点、経済・経営的視点を含めて、研究・技術マネジメントができる能力を涵養するために設定している。 

 

［共通科目 A］ 

 博士後期課程に就学するにあたっての基礎的素養として修得しておくべき科目。 

 

［共通科目 B］ 

 博士後期課程の修了年次において、キャリア教育の一環として各自の希望する進路に応じて活躍する方策を

支援する履修科目。 

 

［専門科目］ 

 各領域において、高度専門職業人・研究者として必要な高度な専門的力量、学識を涵養するための科目。 

 

［特別研究］ 

 自立した研究・開発を遂行できる能力を涵養するための研究活動。研究の成果は博士論文として取りまとめた

後、審査委員会での審査を受けた上で、研究発表（最終試験）を行い、それらの結果を踏まえて研究科委員会で

の審査を受ける。 

 

博士論文の審査では、研究テーマ、関連研究の調査、研究方法、論文構成、オリジナリティ、倫理基準の遵守

についての妥当性を審査する。また博士論文を提出するにあたっては、そのレベルの国際性や客観性の観点か

ら、国際学会等に報告し、英語で記述された論文を有すること、または、それと同等の業績を有することを条件と

する。 

 


